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輝く琉大生
トビタテ！留学JAPAN

沖縄からアジアヘー トビタテ！留学JAPAN-

「トビタテ！留学JAPAN」とは、 官民協働で学生の海
外留学を支援するプログラムです。
将来の沖縄産業界を牽引するグローバル人材、特にアジ
アとの架け橋となる人材の育成を目的として、
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地域企業（産）、 大学等（学）及び沖縄県等（官）の連携に

よりアジア各国でのインタ ーンジッププログラムを

提供しており、 毎年、 参加学生は事前研修を経て10

月から海外へ派遣され、 語学研修(4週問）インタ ーン

ジップ(8週間）を行います。

法文学部国際言語文化学科3年 観光産業科学部産業経営学科4年

崎山明香里（さきやまあかりさん 喜舎場秀人（き しゃばひでと）てざん
ニ、

私は、 「子どもの貧困」1己関心があ

り、支援策を学ぶためにNPOヘイン

タ ーンジップをして来ました。

表紙【事務局玄関前ヒンプン】
ヒンプンはもともと中国語の屏風（ひんぷん）のこと。
家の門の内側にある屏風型の壁で、 目隠しの用途のほかに、
角を曲がることが苦手とされている沖縄の魔物が直進して屋
敷内に入ってこないように魔除けの意昧もあります。

島くとうば検索サイトより

インタ ーン先や宿泊先の外国人と交流

をしていくうちに、私は自身の知識と

英語運用能力の乏しさに気づかされま

した。

https:/ /www.churashima.net/word/32.html 
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沖縄の自然を表現する大型パネルを展示（外側）

（画像提供元：沖縄観光コンベンションピュ ー ロ ー）= ． — 
； 

文部科学省東館エントランスホ ー ルにおい

て、 琉球大学の生物多様性研究を紹介する展示

が行われました。

琉球列島には、 陸域から海域にかけて実に多様

な生物が暮らしており、 日本ではここでしか見ら

れない熱帯系の種などが多数含まれ、 生物多様性

の極めて高い地域として知られています。

琉球大学では、 このような特徴的な自然環境

を理学部・農学部・教育学部・熱帯生物圏研究

センタ ー・戦略的研究プロジェクトセンタ ー・



：琉球列島の生物多様性～クロる

大学博物館（風樹館）などの学部やセンタ ー等が

連携して研究を進めています。

今回の展示では、 琉球列島の生物多様性の成り

立ちについて、 大型のパネルを用いて、 分かりや

すく紹介するほか、 イリオモテヤマネコなどの琉

球列島固有（亜）種の貴重な剥製や毘虫の標本な

どが展示されました。

また、 琉球大学のメインキャンパス及び生物多

様性研究の基盤となる3つのフィ ールドを紹介す

る動画も放映されました。

薗併固迄迄毬具咎デー

～沖縄の自然を楽しく学ほう！～
平成29年8月2日（水）～平成29年8月3日（木）

こども見学デーでは、 沖縄の珍しい昆虫類の標本のほか、
オオコウモリやマングースの剥製、 カエルやハプなどのプ
ラスティネー ション標本、 チョウの鱗粉転写標本など、 実
際に標本に触れたり、 毘虫クイズに挑戦しながら、 沖縄の
自然を楽しく学べる展示を行いました。

\ ; 1, 9 I I 侭
‘ ―

；む .., ;:

ケナガネズミ ガナテ

驀
譴
•

レ＞`
 
ーンヤ



琉大対談

で元
リサ ーチ ・ アトミニストレ ー タ ー座談会
「琉球大学の知をささえる」

聞き手：本村真
琉球大学法文学部教授
研究推進機構副機構長
学長補佐（研究担当）

本村琉球大学の「研究の今」を紹介しているこのコ ー ナ ー

ですが、 今回は少し視点を変えて、 琉球大学を研究面で牽
引するチー ムを紹介したいと思います。 学生の皆さんは法
文学部、 農学部、 医学部・・・と、 それぞれの専門ごと学部に
所属していますが、 大学には学部以外に、 大学全体の活動
を支える部署がいろいろあります。 今日はその中から、 研
究推進機構研究企画室に所属するリサーチ・ アドミニスト
レ ー タ ー (URA) 4名に来て頂きました。 いわば研究マネ
ジメントのプロであるURAに、 琉球大学で研究することの
面白さ、 研究視点での沖縄の魅力などについてお話を同い
たいと思います。 URAの皆さん、 どうぞよろしくお願いし
ます。
URAー 同 よろしくお願いします。

II 「研究マネジメント」という新しい仕事

本村 ますはURAという、 ほとんどの人が聞き慣れない職
種についてから始めましょうか。 「URAとは伺か」につい
て、 簡単に説明してもらえますか？
殿岡 研究企画室で副室長を務めている殿岡です。 URAに
ついて説明するのに、 ますは大学をめぐる社会情勢からお
話を始めたいと思います。
本村 いきなり大きな話になりましたね。 超少子高齢化と
か、 さらなるグロ ー バル化により他国との競争が激しくな
るとか、 そういったことでしょうか。
殿岡 はい。 国立大学が法人化され、 また少子化が進んだ
現在は、 大学にとって自立と競争の時代に入っています。
法人化したということは、 ある意味会社と同じように自分
たちの運営は自分たちで決め、 戦略も自分だちで立案しな
ければいけない時代になったわけです。
本村 確かに、 国立大学だった時代より「あれも決めなけ
ればいけない」 「これも考えなければいけない」と、 その
ための会議がかなり多くなった気がしますね。
殿岡社会からの要請も大きくなり、 多様化しています。 社

05 I Ryudai News Letter/vol.22/0ctober 2017 

に
リサ ーチ・アドミニストレ ータ ー(Research Admin

istrator)、 頭文字に大学(University)のUを付けて
URAと呼ばれる職種をご存じだろうか。 全国の大学に導
入が進められている、 研究マネジメントの専門職であ
る。 琉球大学では2015年、 大学全体の研究力を向上さ
せる目的で研究推進機構を設立し、 同時に4名のURAが
活動を開始した。 本稿ではURAという仕事を通して見
た、 琉大の魅力や可能性について語ってもらった。

会の中で琉球大学にどのような価値があるかということ
を、 色閃な形で明らかにしていく必要が出てきましだ。 そ
こで琉球大学では、 研究を熟知しつつ社会ともつながれる
人材、 様閃な立場の人たちに対し、 相手に応じた言葉で説
明して琉球大学の価値を伝えられる人材、 さらに、 研究を
通じて琉球大学そのものの価値を上げるような人材を選入
し育成するために、 研究企画室を作りました。 今から2年
前のことです。 今日ここにいるメンバ ー 4名は、 いわば創
立メンバーということになります。
井上 琉大の価値を高める必要がどんどん高まっていて、
そのために私たちはどこの学部にも属さす、 琉球大学全体
の研究を推進する組織に所属しているということです。
殿岡 大学には当然、 学生を育てるという役割もあります
し、 最近では社会貢献も役割として期待されていますが、
私たちは研究に特化して活
動しています。 これまでも
例えば、 琉球大学にはサン
ゴ礁の研究をしているすご
い先生がいるとか、 琉球史
や琉球方言なら琉球大学に
聞けとか、 ｛固閃 の価値が
あったと思いますが、 それ
を今ある状態に留めす、 よ
り良い状態にしていくこと
を専門的に行う人材がURA
であると考えています。
本村 研究から見た琉大の価
値を高めるということです
が、 総合大学は全国にありま
すよね。 それぞれの大学に強
みや特徴があると思います
が、 井上さん、 琉大の強みに
ついてはいかがでしょう？

殿岡裕樹（とのおかゆうき）
長野県飯田市出身。 1997年
東北大学理学部生物学科卒、
2002年 同大学院理学研究科
修了。 博士（理学）。 2003年よ
り山口大学にてNEDOフェロ
ー、 産学運携コ ー ディネ ー タ
-、 URAを務め、 2015年よ
り現職。 ライフサイエンス分野
を専門とし、 農業には特に思い
入れが強いが実際の腕はからっ
きし。 ミニトマトでギリギリの
レベル。



井上 あらためまして、 主に研究力分析などを担当してい 毘 琉球大学を卒業し、 念願かなって13年ぶりに戻ってき

る井上です。 社会の中で生きる大学ということを考えて、 ました昆です。 実際にURAをやってみて、 伺でも屋のよう

自分たちの研究、 大学の研究成果を社会にどうやって結び な側面もあると感じています。 琉大が研究で世界と戦って

つけていくか、 非常に大事なところだと思います。 それか いくのに足りないピ ースが何かを探して、 それを埋めてい

ら、 自分たちの研究の立ち位置、 大学の立ち位置をしっか くようなイメージです。

りと分析することが重要です。 最近では大学ランキングな 本村 出会いや交流の場を作るために必要となることを含

どで大学が比較されるなか、 この先どう大学が生き残って めて、 琉球大学の研究に足りないピ ースを埋めるというこ

いくのか、 そのための材料を得ることが大事だと私は思っ とでしょうか。 高橋さん、 今の件に関してご自身の経験か

ています。 らコメント頂けますか？

本村 大学人として、 ランキングはどうしても気になって 高橋 主に人文・社会系分野を担当している高橋です。 私

しまうところです。 最近では学術論文などの研究成果だけ は、 URAはピ ースをつなぐ糊だと思っています。 大学の先

ではなく、 獲得した研究資金なども評価の指標になってい 生方は、 意外と他の分野や学部の先生がどのような研究を

るようですね。 しているのかを知りません。 私は、 ピ ースとピ ースをつな

井上 研究資金、 中でも国が準備し、 研究者が申請をして ぎ、 新しい絵を描くことができるように、 ワ ー クショップ

審査に基づいて配分される科学研究費を獲得することは、 やサイエンスカフェなど、 研究マッチングをおこなうため

研究者にとってとても重要です。 この申請のためのガイド の仕掛けづくりに取り組んでいます。 時閃、 つなぎ役の糊

プックを私たちURAが作成しましたが、 先生方にはたいへ がはみ出て、 違う絵とつないだり、 ピ ースの代わりとして

ん好評で、 研究費獲得に役立っているのではないかと感じ 粘土を貼り付けて立体的にしてみたり。 URAとは、 学術的

ています。 に新しいことが創造される瞬閤に立ち会うことのできる、

本村 新たな研究を展開させるための「材料」を手に入れ 黒子的な役割だと思っています。

て研究を発展させたい、 そのためには新しい出会いや交流 本村 URAという専門職が入って、 大学として組織的に新

が必要だと感じている教員は多いと思います。 けれども、 たな出会いを仕掛ける仕組みが出来つつあるという状況は

日常業務が忙しいということもあって、 研究者自身でそれ 研究者としてもとてもありがたいですね。

を実現できるのは一 部の先生に限られていたと思います。 昆 私は研究推進機構の中で、 学部を超えた研究プロジェ

このような状況を変えるためのURAの役割について、 昆さ クトの受け皿になる「戦略的研究プロジェクトセンタ ー」の

んどう思いますか？ 運営支援もしています。 ここでは、 異なった学問分野の協
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琉大対談

働による新たな、 そ して有望な研究展開の芽がいくつも出てき
ま した。 異分野の研究者が相互に接触することを可能にする場
の設定に、 URAは大きな役割を果た していると思います。 ま
た専門職という点では、 研究広報にも力を入れています。 これ
は大学の研究成果を社会に分かりやすく、 正確に、 かつ効果的
に伝えるというもので、 研究に対する深い理解とコミュ ニケ ー

ジ ョ ン能力の両方が高い レベ ルで求められる仕事になります。
試行錯誤 しながら、 琉球大学の研究面での発信力を高めていき
たいと考えています。

II 地域と と も にあ る琉大 その魅力 と は
本村 殿岡さんからは研究
面で価値を高める、 という
話がありま したが、 URAの
職務と して、 いわゆる アカ
デミ ッ クな 目 標に向か っ て
支援 する部分の他に、 社会
貢献に 向 け だ 社会との橋渡
し的な役割というのもある
と思います。 も しか したら
大学によ って、 URAによ っ
て、 イ メ ー ジやエ ネ ル ギ ー

を割く割 合が違うのではな
いかと推察 します。 地 域貢
献は本学のミ ッ シ ョ ンです
が、 その点とURAの役割に
ついてはどうで しょうか？
殿岡 沖縄にある大学とい
うことは、 沖縄によ っ て生
かされている大学でもある

昆 健志 （こん たけ し） 1 993年
琉 球大学理学部海洋学科卒 。
2002年同大学理工学研究科修
了。 博士 （理学） 。 東京大学、
東邦大学等 の 研 究 員 を 経 て 、
201 5年よ り現職 。 主に研究広
報、 研究コ ンプライ ア ンス、 戦
略的研究プロ ジェク トセンタ ー

の運営な どを担当 している。 い
つ もの業務の他にはサ ンゴ礁の
魚やナメ ク ジ ウ オの進化 ・ 多様
性の研究にも勤 しんでいる。

わけで、 地域社会との繋が
りも重要と考えています。 研究者によ って、 自分は琉球大学に
所属 しているが世界を見て研究 しているという人も当然います
し、 いや、 自分はこの沖縄の社会と直接向き合 って、 そこを研

究のフ ィ ールドに している、 という研究者もいます。
井上 ひとくちに研究者とい っても、 色閃ですよね。
殿岡 そうです。 琉球大学全体と して者えた時には、 例えば地
域に対 して発信する時には地域向きの研究者に登場 してもらえ
ば良い し、 グローバルな競争力について発信 したい場合はそれ
を得意とする人たちの出番という具合に者えています。 URA
は適切に、 アピ ー ルする相手によ って伺をアピ ー ルするかとい
うところを交通整理 していく、 ある意味矛盾するようなことで
すが、 やり方次第できちんと発信できると者えています。
本村 次に、 琉球大学の研究について、 学生や保護者のみなさ

も、 地方にある総合大学ならでは、 という感 じが します。
高橋 私は今、 琉球大学の自然科学系や社会科学系による学際
的な研究チ ー ム 「水循環プロ ジ ェ ク ト 」 のサポ ートを していま
す。 このプロジェ クトは、 島嶼地域の貴重な水資源の持続可能
な利用と保全という地域課題について、 研究者だけではなく、
行政や農業者、 漁業者、 教育関 係者、 N PO等、 様閃な立揚の
方との対話を重ねながら、 どのような解決策があるかを探るこ
とを目的と しています。 これまでの取り組みが評価され、 今年
度、 国立研究開発法人科学技術振興機構(JST) 「科学技術コ
ミュニケ ー シ ョ ン推進事業未来共創イ ノ ベ ー シ ョ ン活動支援」
に採択され、 地域の方とのアク シ ョ ンリ サ ー チなどを展開 し始
めているところです。
毘 URAが出会いの場を作 ったことで理系 ・ 文系それぞれの
先生方が参加 する研究グル ープヘと発展 し、 採択に繋が ったと
いう点も、 ひとつのURAの活動成果と言えると思います。 沖
縄ではどの島でも観光業を柱に している中で、 水が環境、 ある
いは魅力ある自然、 さらには海に与える影響は大きいものがあ
り、 そういう点でも注 目されると思います。

II 琉大の こ れか ら ～研究の視点か ら ～
本村 さて、 琉球大学は2050年の創立1 00周年に向 けて、

『地域と共に豊かな未来社会をデザインする大学』 という長期
ビ ジ ョ ンを立てています。 ここでいうデザインは、 地域の人閃
と語り合うことなく しては描くことはできません。 また、 本学
の国 内外における位置付けと して、 『 アジア太平洋地域の卓越
した教育研究拠点』 という長期 ビ ジ ョ ンも掲 げられています。

これらのピ ジ ョ ンに向 けて、 URAというポジシ ョ ンからみた
課題、 または可能性をどう考えていますか？
毘 そうですね、 『 アジア太 平 洋地域の卓越 した教育研究拠
点』 ですが、 例えば生物多様性の研究や環境閤題の研究であれ
ば、 もうすでにそうなりつつあるのではないで しょうか。 特に
南太平洋の島嶼国には短期大学 しかない国も多いので、 これら
の国閃から琉大の各学部に、 大学院も含めて、 プログラ ムを介
して学生が来ています。
井上 すでに実績があると言えるわけです。 そういう学生たち
が育 って、 国に戻 っても交流が続いて、 更に次の学生が来ると
いう循環ができれば、 自すと
アジア太平洋地域の教育研究
拠点になると思います。
毘 ただ一 番の問 題はやは
り資金で しょうか。 特に向こ
うでは修土課程を出て働いて
いる研究者が多いので、 琉大
で研究 して学 位が欲 しいと

ん、 あるいは琉大と伺かコ ラ ボ したいと思 っている人たちに対 思っても、 こちらから奨学金
して、 「これが琉大の魅力です ！ 」とアピ ー ル したい部分につ
いて話 していただけますか？
高橋 科学的な知見から、 長期的な視野をもって現揚の方と一

緒に新 しい社会をデザインし、 研究者自身も島に生きる市民と
して社会実践できることが、 琉球大学で研究することの強みだ

と思います。 そ して、 環境や生態系、 歴史や文化が多様な琉球
列島は、 研究テ ーマの宝庫であることが、 研究フ ィ ー ル ドと し
ての魅力だと思います。
毘 地域に根ざ し、 理系文系問わす幅広い分野を網羅できるの

をもら って留学できる人は一

人か二人くらいです。 も っ と
資金面でサポ ー トできれば交
流が活発になり、 お互いに盛
り上がると思います。
本村 海外の卒業生とのネ ッ
ト ワ ー クの展開、 とても楽 し
みです。

4
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高橋 そよ （たかは し そよ）
北海道生まれ。 2000年 琉球
大学法文学部卒、 2008年 京
都 大学大学院 人 間 ・ 環 境学研
究科修 了 。 博士 （ 人 間 ・ 環 境
学） 。 米 国 ・ 東西 セ ン タ ー の
客員研究員、 国際NGOの プ ロ
グ ラ ム オフ ィ サ ー 、 琉 球大学
女 性 研 究 者 支 援 事 業 の コ ー デ
イ ネ ー タ ーを 経 て 、 20 1 5年
よ り現職 。
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毘 はい。 特に今、 生物多様 性 の 面でいえば遺伝資 源 の 利 用 で、 優れている事実がきち
で、 外国と契約などを交わす上で、 例えばイ ン ドネ シ アで生物 んと客 観的に示されると、
の研究をしよ うとする時に、 向 こ うから許 可をもら うかわり 偏 差値と は 異なる評価が得
に、 研究者を費用 は琉大持ちで大学院生として受入れてくれな られると思います。
いかとい う 話 は結構あります。 そうい う 利 益の分配みたいなと 高橋 それに沖縄は 島です
ころは、 論文であれば共著者にする＜ らいしかありませんが、 か ら 、 アジア太 平 洋 の 島 国
その他に研究者も育てて欲しいという要望が結構多いです。 で の人閃が沖縄に来て、 沖縄
すので、 そのあたりにもっと力を注ぐことが出 来れば、 長期ピ を フ ィ ー ル ドにして研究
ジョ ンが実現できるのではないかと思っています。 し、 教育を受 ければ、 彼ら
高橋 私はもう ひとつやってみ たいことがあります。 沖縄でし の国に帰った時に直で利 用
かできない国際展開として、 世界の ウチナ ー ンチュ ネ ッ ト ワ ー でき るものがたくさんあり 井上 雄介（いのうえ かつゆき）

2002年 東京大学農学部卒、
2009年同大学院農学生命科学
研究科修了。 博士（農学） 。 東京
大学大 気 海 洋 研 究 所 特 任 研究
員、 2013年新潟大学研究企画
室URAを経て20 1 5年よ り現
職。 2000年から睦上競技の審
判員、 2010年よ り 日 本陸上競
技連盟公認A級審判員。 現在も
月に数回の審判を務める。

クを使った研究を企画してみたいという のが次の夢です。 ますよね。 果 た す べき役割
本村 すでに ビ ジネ ス の 世 界で は 、 W U B ( W o r 1 d w i d e  み たいなもの は 、 ある程度
Uchinanchu Business Association) のネ ッ トワ ー クもあ 地理的な要因による ことも
るし、 若者のネ ッ トワ ー クも動きが出てきています。 こ うした あります ので、 最大限に活
動きに、 研究も関わっていくとい う ことですね。 かし た ほ うがいい。 琉大は
高橋 例えば世界規模の産学連携的な試みとか、 何かを開発す 今、 そ うい う 方 向に動いて
るとか、 世 界 ピ ジネ ス ヘ 向 けてとか、 いろいろな方法で、 文系
だけではなく理系からもウチナ ー ンチュ ネ ッ ト ワ ー クを使った
研究展 開ができるのではないかと考えています。 ウチナ ー ン
チュ ネ ッ ト ワ ー クと協働する研究は、 沖縄の大学だからこそで
きるものです。
本村 長期ビ ジ ョ ンとしても非 常に楽しくわくわくするような
内容だと感 じます。 井上さん はいかがですか。
井上 はい、 私が手がけている研究力分析の面からのコメント
になりますが、 アジア太平洋地域の卓抜した教育研究拠点とな
る大学を目 指していくためには、 研究成果を今以上に英語論文
の形で世界に向 けて発信していく必要があると考えています。
その実現のためにも、 私の主な担当である外部資金獲得のお手
伝いをしっかりとやって行きたいと思います。
本村 世界に情報発信し、 留学生の受け 入れを含めてグロ ー バ
ルな交流もさらに盛んになると、 研究面が違 う 展開になってく
ると思いますが、 殿岡さんいかがですか。
殿岡 先ほど、 中 ・ 長期的な話もしましたが、 もともと、 日 本
の中で沖縄は地理的に非常に特殊なところにあります。 亜熱帯
気候で、 しかも本土から遠く離れたと ころにあり、 歴史的にも
琉球王 固とい う 背 景があり、 中国との 交 流 の 歴 史もありまし
た。 日 本本土では全くみられないような動植物が微生物も含め
て山 ほどいますし、 海にはサン ゴ礁があり、 土地は 白い砂と赤
い土で満ちています。 研究の材料として見 た時には、 ある種の
特殊性を持っているわけです。 世界中から優れた研究者が実際
に来ていますし、 琉球大学でそれを最大限に生かした研究をし
ている人も大勢いますので、 こ の魅力が国 内外に発信されるこ
とによって、 優れた研究者が集まって来る、 そういう 良い循環
ができると考えています。
毘 確かにそうですね。 今、 琉球大学には優れた研究者たちが
いますし、 次世代の優れた研究者を育てている実績のある分野
も複数あります。 ですから、 さらにいい研究者が琉球大学に来
て、 いい研究をして、 その結果いい人材が育っていくとい う こ
とが、 十年単位の話になりますが、 実現すれば素晴らしいと思
います。
井上 大学受験における偏差値とい う物差しで見ると、 琉球大
学の現在の偏差値 は必すしも高くはありませんが、 それは あく
まで受験偏差値であって、 そこで行っている研究が優れた研究

いると思います。
本村十年、 二十年のスパ
ンで考えて、 URAがど うい う 活 躍をみせて、 琉大が面白い研
究をどう展開していくのか、 今日 うかがった話をもとにしてい
ろいろと想像できて楽しみですね。 それでは最後に、 研究企画
室 • URAとしてのアピ ー ルをお願いします。
殿岡 URAは 文部科学省が制度設計して大学に導入されだ専
門人材ですが、 こ の新しい職種を何かに例えられないかとい う
ことで、 「URAは作 家に対する編集者のよ うな存在」とい う
説明がされました。 研究者とい う の はプロの作家で、 書きたい
ように作昂を書いていく。 それを売れる本にするためにあらゆ
ることをやるのが編集者。 研究者との関係では、 伴走者とか併
走者とも言われます。
本村 作家と編集者、 ですか。 なるほど。
殿岡 一 緒に研究を作り上 げていく上で必要なことは、 全部や
るという ことです。 例えば競争的な資金の獲得 は当然しなけれ
ばならないし、 研究費を獲得しだら、 今度 はそれをうまく活用
しなければいけない。 研究活動の中で、 高橋さんがさっき言っ
たように、 誰かと繋がってよりそれを大きくしていく必要もあ
るでしょ うし、 良い成果が出てきたら今度はそれを適切な形で
外に見せる • • 。 これは昆さんが中心になって手がけている研究
広報とい う 仕 事になります 。 さらにそれを次に繋 げるために
は、 井上さんがやっているような仕事。 今自分がどうい う立ち
位置で、 次はどこにいったらそれが最大限に活用出 来るかとい
う 分析が必要になります。 研究を最大化するために必要なこと
を何でもやるとい う URA。 それを端的に表すのが編集者とい
う ことなのだと理解しています。 琉球大学は地方国立大学で規
模も中くらい、 という立ち位置があるわけで、 それに合った制
度をこれから作っていったらいいと思います。
本村 ありがとうございましだ。 URAの皆さんの これからの
活躍を、 一研究者としても頼りにしています。
URAー 同 ありがとう ございました。 琉大を研究で元気にす
るよう 、 さらに頑張りたいと思います。
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活躍する先輩

世 界 に は ば た ＜

先 輩 リ ケ ジ ョ

玉 城 絵 美
Em i Tamak i 

沖 縄 票 出 身 、 琉 球 大 学 工 学 部 卒 。 未 来 の ノ ー ベ

ル 賞 候 補 と し て 注 目 を 集 め る 研 究 者 。 東 京 大 学 大

学 院 博 土 課 程 在 学 中 に 、 コ ン ピ ュ ー タ ー で 人 の 手

を 自 由 に 動 か す こ と が で き る 「 ポ ゼ ス ト ハ ン ド 」

を 開 発 し 、 米 「 T I M E 」 誌 で 「 世 界 の 発 明 5 0 」 に

選 ば れ た 。 H 2 L 株 式 会 社 創 業 者 、 早 稲 田 大 学 創

造 理 工 学 研 究 科 准 教 授 で あ り な が ら 、 外 務 省

W I N D S （ 女 性 の 理 系 キ ャ リ ア 促 進 の た め の イ ニ

ジ ア テ イ プ ） 大 使 、 J S T さ き が け 研 究 員 、 内 閻

府 総 合 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー ジ ョ ン 会 議 科 学 技 術 イ

ノ ベ ー ジ ョ ン 政 策 推 進 専 門 調 査 会 専 門 委 員 、 等 閃

を 務 め 、 多 忙 を 極 め る 毎 日 を 送 っ て い る 。

ロ ボ ッ ト 研 究 へ の き っ か け

高 校 生 の と き に 入 院生 活 が 始 ま っ だ の が ロ ボ ッ

ト に 興 味 を も っ た き っ か け だ と い う 。 「 病 院 の 外

に 出 る方 法 を 老 え てい た ら 、 ロ ボ ッ トを 身 代 わ り

に し て 外 出 出 来 るら し い こ と が 分 か っ た の で す

が 、 そ う い う ロ ボ ッ トは 販 売 も さ れ て い な い し、

研 究 も ま だ 終 わ っ てい な い と の こ と だ っ た 。 そ れ

な ら 仕 方 が な い 、 自 分 で や ろ う と 思 い ま し た 」 と

笑 う 。 琉 球 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に 入 院 し て い た た

め、 ご 両 親 か ら 琉 球 大 学な ら 近 い か ら 行 っ て も よ

い と の 許 可 を 得 た そ う で あ る。

しか し、 入 学 し て み ると 琉 大 に は ロ ボ ッ ト工 学

分 野 の 研 究 室 が な か っ だ 。 そ こ で、 近 い 分 野 の 富

間 愛 晃 （ と う ま な るあ き ） 先 生 に 師 事 し だ 。

「 普 通 は ど こ の 大 学 で も 、 専 門 分 野 が な か っ だ ら

諦 め る し か な い の で す が 、 嘗 間 先 生 は ご 自 分 が 基

礎 研 究 寄 り で 私 が 応 用研究 だ っ た の で 、 基 礎 研究

と し て も あ りが た い か ら ど ん ど ん や っ て く だ さ い

と お っ し ゃ っ て、 一 緒 に や ら せ て 頂 き ま し た 。 当

時 は 、 よく 営 間 先 生 と 近 く の 研究 室 の 河 野 先 生 と

私 の 3 人 で、 ど う す れ ば 私 の や り たい こ と を 実 現

0 9  I Ryudai News Letter/vol .22/0ctober 2017  

で き るか デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て い ま し た 。 卒 業 後

の プ ラ ン も 考 え て く だ さ っ た 」 と の こ と 。 き ち ん

と デ ィ ス カ ッ ジ ョ ン し た お か げ で 、 自 分 の や り た

い こ と が 明 確 にな っ た と 、 先 生 方 と の 緊 密 な 議 論

の あ り が た さ を 振 り 返 る。 「 あ れ が な け れ ば 、 転

職 ば か り し て い た か ニ ー トにな っ てい た か も し れ

ま せ ん （ 笑 ） 。 指 導 す る立 場 に な っ て 、 そ れ が ど

れ だ け 大 変 な こ と か よ く 分 か り ま し た 。 よ く あ れ

だ け 時 間 を か け て 頂 い だ と 思 い ま す 」

教 員 と 学 生 の 距 離 が 近 い 琉 大

さらに、 教員と学生の距 離が近いのが琉大の 大 き

な 特 徴 だ と 玉 城 さ ん は 言 う 。 「 入 院 している間 も 手

厚 く サ ポ ー ト して 頂 き ま した。 後 で 聞 くと教授 会 で

も、 こ ういう学生がいるから 配 慮 しようと言舌 し合 っ

てくださ っ た そ うです。 また、 多くの大学では、 研

究 室 の 先生と学部生の 間 には博 士 課 程 の学生 や 助 教

という ワ ンク ッ ジ ョ ンが あ っ て、 卒 業 までに直 接 2

人 で ディ ス カ ッ シ ョ ンする機会など 3 ~ 4 回 あ れ ば

良いと思 うのですが、 琉大の先生は ほ ぽ 全 員 に 伺 度

も デ ィ ス カ ッ シ ョ ン している印 象 が あ ります。 あ り

が た く 、 不 思 議 な 文 化 で す 。 」 そ し て 、 学 生 へ 次



のようなア ド バイス も 。 「 せ っ か く 協 力 的な教員が

多 い のだから、 ぜひ教員 と も っ と 話 しをするこ とを

お 勧 め します。 なかなか捕ま ら な い 教 員 は ご 飯 のつ

い で に 誘 っ たらよ い で すよ 」

琉 大 生 の 生 活 は ク オ リ テ ィ ー が高 い ！

「 琉 大 生 の 生 活 は お し ゃ れ で す 。 」 琉大 の 学 生 が

聞 い た ら 驚 く よ う な 意 見 だ 。 「 他 府 県 の 大 学 生 な

ら 、 普 通 は 、 講 義 が 早 く終わ っ た ら カ ラオケ に い っ

たりするん で す 。 琉 大 生 は 、 テ ニ スを して、 夕 方 は

皆 で バ ー ベ キ ュ ー を し た り す る じ ゃ な い で す か 。

ビ ー チ パ ー テ ィ ー を して、 夜 は カ フ ェ で ディ ス カ ッ

シ ョ ン して 1 日が終わ っ たり 、 お し ゃ れ で すよ 。 琉

大 に は
“

イカ コ ン
”

（ イ カ 釣 り コ ン パ） と い う す ご

く有名 な 交 流 会 が あ っ て 、 早 稲 田 の 子 も わ ざわ ざ 束

京 か ら 琉球大学 に 遊 び に 行く ん で す 。 琉大 生 は 生 活

の ク オ リ テ ィ ー が高くて、 充実 して い るん で すよ」

と の こ と だ 。

ま た 、 後 輩 に は も っ と 自 信 を も っ て ほ し い と 言

う 。 「 就 活 な と で 、 琉 大 生 は 、 ど う せ 自 分の ブ ラ ン

ド カ は 低 い の だ ろ う と 考 え が ち な 子 が 多 い の で す

が 、 そ ん な こ と は 全 く ありませ ん 。 も っ と自 分 に 自

信 を も っ て 積 極 的 に 売 り 出 し て ほ し い で す 」

琉 大 卒 業 後 に 修 土 を 玉 城 さ ん の 下 で と希 望 する学

生 に も 門 戸 を 開 い て い る。 「 学 生 と して で も 、 イ ン

タ ー ン と してで も ウ ェ ル カ ム で す 。 認 知心 理学や生

態 学 の 先 生 と 共 同 研 究 を し て い るの で 、 工 学 系 に

限 っ て い ま せ ん 。 学 生 の 間 に 、 実 際 の 交 渉 現 場 を見

て み た い とか、 ど んな ふ う に 世 の 中 が 、 ビ ジ ネスが

動 い て い るかを見た い と い う 場 合 は 、 イ ン タ ー ン と

して 会 社 に 紹 介 するこ と も で きます」

リ ケ ジ ョ だか ら で き る こ と

理系の研究 者 に 女性は少な い 。 玉 城 さ ん が 専 門 に

するロ ボ ッ ト 工学の分 野 で は特 に 少 な い が 、 女性で

あ るこ との デメ リ ッ ト は感 じな い と い う 。 「 仕 事 を

す るよう に な っ て 、 あ まり に も 女 性が少な い の で 、

コ ミ ュ ニテ ィ ー 形成が難 し い と い う こ とは あ りま し

だ 。 しか し、 研 究 者 は 他 の 人 と 同 じ こ とを して い て

は 駄 目 なの で 、 女 性 と い う い わ ば異 質 な 存 在 で あ る

こ と は 、 つ ま り 違 う 視 点 を 持 っ て い ると い う こ と

で 、 自 分 な り の 新 し い ニ ッ チ な 分 野 を 築 け る

と い う 意 味 で は む し ろ メ リ ッ ト に な ると 思 い

ま す 」 と ポ ジ テ ィ ブ だ 。

ロ ボ ッ ト と 人 と の体 の ジ ェ ア か ら 、

人 と 人 と の体 の シ ェ ア へ

Possessed 日 a n d ポ ゼ ストハ ン ド は 研究 者 向

け 、 次 に 出 さ れ た U n l i m i t e d H a n d ア ン リ ミ

テ ッ ド ハ ン ド は A R 、 V R の 開 発 者 向 け だ っ た

が 、 い よ い よ 一 般 ユ ー ザ ー 向 け の も の が 今 年 発

売 さ れ ると い う 。 「 そ の 次 に 出 るの は 、 V R 、

A R ゲ ー ム で 、 ゲ ー ム の キ ャ ラ ク タ ー と 体 を

ジ ェ ア す るも の で す 。 キ ャ ラ ク タ ー が 攻 撃 を 受

け た ら 自 分 も 気 分 が 悪 く な ると か 、 ‘' 完 全 に 没 入

す る状 態 に な っ た と き に 、 伺 が 起 き るか を 研 究

し て い ま す 。 そ の よ う に 意 識 が 移 動 す ると い う

と こ ろ で 、 認 知 心 理 学 や 生 態 学 分 野 の 研 究 者 と

共 同 で 、 ロ ボ ッ ト と 1本 を シ ェ ア し た ら 人 が ど う

変 わ るの か 調 査 し だ り 、 人 類 の 生 態 が ど う 変 わ

るの か シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た り す る研 究 を し て

い ま す 」 と 、 ま さ に S F の 世 界 で あ るが 、 さ ら

に 最 終 的 に は 、 人 と 人 と が 体 を 共 有 す る こ と を

巨 指 し て い ると の こ と だ 。 「 『 君 の 名 は 』 の よ

う に 身 体 が 入 れ 替 わ っ て い る状 態 で す 。 そ し た

ら 男 女 の 差 も な く な っ て し ま う か も し れま せ ん

、 ね 。 そ こ ま で 普 及するの は 、 多 分 5 0年 後 ＜｀ ら い

か な と 思 っ て い ま す 」 と 、 気 負 い な く 語 る姿 は

キ ラ キ ラ と 輝 い て 見 え た 。

イ ン タ ピ ュ ア ー ： 小 西 照 子 （ 学 長 補 佐 、 農 学 部 准 教 授 ）

※新海 誠 監督作のアニメ ー シ ョ ン映画
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平成29年 1 月 、 第二外科の1中榮員盛保医師と新
垣涼子医師の2名が本邦における専門医資格の中で
最も難しいといわれる心臓血管外科専門医の資格
を取得しました。

仲榮員医師は九州地 区の200余名の全心臓血管
外科専門医中わすか数名であり、 沖縄県での30名
の専門医の中 では初となる末梢血管領域での本専
門医資格、 新垣医師は成人心臓外科領域での取得
となり、 女性医師としては九州地区でも4人 目 、 沖
縄県では初となります。 いすれも沖縄県での末梢
血管領域、 女性医 師としての初の心臓血管外科専
門医です。 今後の活躍が大いに楽しみです。

ヽ ャ｀

，，，， 
ー ・ ·―― · - ． 

（左から） 新垣医師、 國吉教授、 1中榮冥医師

本学観光産業科学部には、 平成24年から「かり
ゆし基金」 という観光人材育成研修プログラ ム （過
去 5年間で述べ 1 49名の学生が海外・ 国 内での研
修を経験） やインタ ーンシ ップにおける協カ ・ 連携
体制がありますが、 4月20 日 （木）、 継続的 • 発展的
な協カ ・ 連携体制の維持と、 社会の発展と教養豊か
な国際人材育成に寄与することを目的として、 観光
産業科学部と （株） かりゆしが、 「包括連携に関す
る協定」を締結しました。

本連携協定の締結により、 下地観光産業科学部長
の挨拶でも述べられたように 「学問から学ぶ」 こと
は当然のこととして、 実践的な学びとのバランスを
固って」いくような人材育成に寄与する、 地 域 発
展・ 観光 ビ ジネスに目を向けた ソ フト面、 ハ ー ド面
で双方の強みを生かした人的交流および、 有機 的連
携協力が推進されることとなります。

” - l. -

平成29年5月 、 琉球大学プランド商品のスープ
キ ーマカ レ ー 、 「琉球大学ロマン」が琉球大学生
協にて発売開始されました。

「琉 球大学 ロ マン」 は、 農学部 （ 本 村 恵 二 教
授 ） と本部町の農 家とで 共同開 発しだ春 ウ コ ン
「琉大 C L 2 号」を使って作られており、 県 内 で
カ レ ー 店を展開している「（株）あじとや」 の協力を
受けて開発 されたスープキ ー マ カ レ ーの レ トルト
商品となっています。

1 個 6 0 0 円 （税別） で、 大学生協のほかにも
那 覇 空 港 、 あ じとや （ 首 里 店 、 泡 瀬 店 、 北 谷
店） 、 沖縄C
L I P マ ル
ジ ェ で 販 売
さ れて い ま
す 。 商 品 を
お 見 か け の
際 は 、 ぜ ひ
ご 賞 味 く だ
さい。

琉球大学生協での販売様子

k閥剛頸冨『
本学のモダンジャ ズオ ー ケ ス ト ラ （通称MOJO

（モ ジ ョ ） が、 5 月 1 4 日 （ 日 ）に開催されだ「山野
ビ ッ グ・ バンド・ ジ ャ ズ・ コンテ ス ト 」 （年に一

度、 全国から予選を勝ち抜いた全35大学の ビ ッグ
バンド ジ ャ ズサ ー ク ル が集まって腕を競い合う

「学生 ビ ッ グバンド界の甲子園」です） 西 日 本予
選に出場し、 並居る強豪を抑え、 見 事 5 位 入 賞を
果たしました 。 これにより8月 1 2 日 （ 土 ） 、 1 3 巳
（ 日 ）に東京国際フ ォ ー ラ ムで開催される本選への出
場が決定しました。 上記コンテ ストのチケ ッ トは
一般販売もされ、 毎年通うフ ァ ンの方もいるほど
注 目 度が高く、 プロも輩出するアマチュ アジャ ズ

喜は讐＾｀
を持つ コ ン テ
ストです。

西 日 本予選終了後

の集合写真

\ t\ 
YAMANO BIG BAND JAZZ CONTEST ホームペ ージ
https:/ /www.yamano-music.co_jp/ docs/ybbjc/:t/:list 
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全国初の試みとして、 6月5日（月） 、 琉球大学法科
大学院 （琉球大学大学院法務研究科） は、 従来の
法有事務所や銀行等のエクスタ ーンジ ッ プに加え
て、 新たに「沖縄少年 院 ・ 沖縄女子学園」とエ ク
スタ ーンジ ッ プに関する協定を結びました。

本協定は、 法科大学院の学生が、 沖縄少年院 ・
沖縄女子学園で実際 に 指導する法務教官の下、 矯
正教育について 一 定期間、 研修を実施、 これを法
科大学院の単位とするものです。 非行少年 につい
て、 法曹 になる前に現場で学生に学ばせたいとい
う法科大学院側と、 少年審判 にお ける弁護土の活
動 （付 添人） を 目 指す学生、 双方の熱い要望が合
致し、 実現に至りました。

関係者の集合写真→

↑ （左から） 清水法務研究科長、 渡辺沖縄少年院長

6 月 2 6 日 （月 ） に 開 催された「第 1 回薬剤耐性
( A M R ) 対策普及啓発活動」の表彰式で、 「ス

マ イ ル ・ フ ュ ーチャ ー ・ ジ ャ パン ( S F J ) 」
が、 薬剤 耐性対策推進国 民啓発会議議長賞を受賞
しました。 S F J は仙台、 東京、 沖縄の 3 地域を
中心として活動しており、 薬剤 耐性菌の問題 に 取
り組み 、 抗菌薬の使用 について周知・ 啓発する活
動を行っている学生団体です。 表彰式 へは、 沖縄
支部代 表として 医学部 5 年生の宮城孝雅さんが参
加しました。 沖縄支部では、 抗菌薬を正しく使う
ょう呼びか けるポス タ ーを作成し、 県 内の医療機
関 に 配 布も行っています。 また、 その活動が高く
評価され、 地元新聞紙やテ レ ピ にも取り上 げられ
ました。 今後のさらなる活躍が期待されます。

表彰をうけた S F J
の学生たち。
左端が沖縄支部の宮
城孝雅さん。

一
H29年度「ひらめき女ときめきサイエンス / 

～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 」開催

ロ

平成29年7月 、 琉球大学の自然科学系や社会科学
系 による超学際的な研究「水の環でつなげる南の
島のくらし （通称 水の環プロジェ クト） 」 が、 国
立研究開 発法人 科学技 術 振 興 機構「 科学技 術 コ
ミ コ ニケ ー ジ ョ ン推進事業 未来共創 イ ノ ベ ー シ ョ
ン活動支援」 に 採 択されましだ。 島 嶼地域の貴重
な水資源の持 続 可 能な利用と保全という地域課題
について、 研究者だけではなく、 学生や行政、 農
業者、 漁業者、 教育関係者、 NPOなど、 様閃な立
揚の方との対話を重ね、 解決策を探ります。 水行
政 者を対象とするワ ー ク シ ョ ッ プ、 湧 水の自然や
文化を知るための市 民 参 加 型 アク シ ョ ンリサ ー

チ、 科学教室などを企画しています。

研究者による科学教室 井戸の水質調盃をおこなう
（多良問島） 研究者と学生

7月 1 6日（日） に「実感 ！ イ本感 ！ サンゴ礁生物の不
思議」と題して体験型の科学プログラ ムが開催さ
れ、 県 内 外の学生と家族20名 （小学生2名， 中学
生4名， 高校生4名， 保護者等1 0名） が参加しまし
た。 本プログラ ムは、 独立行政法人日本学術振興会
の実施事業の一環で、 最先端の研究成果と触れあう
ことで， 科学のおもしろさを感 じてもらうことを目
的 に全国の大学等で実施されているプログラ ムで
す。 今回は、 理学部の竹村明洋教授を中心に、 瀬底
島 にある熱 帯生物 圏研究 セン
タ ー 瀬 底研究施設を会場とし
て、 サンゴ類と魚類について、
船や海 岸からのサンゴ礁観察
や、 研究施設の見学が行われま

受講生とサポータ ー

しだ。
当日は快晴 に恵まれ、 沖縄の

美しい海とサンゴ礁を十分に観
察することができましだ。 プロ 飼育サン ゴ類の説明

グラ ム 終 盤 に は修 了 式が行わ
•" 

れ、 参加者に未来博士号が授与
されました。

鯰幽

遍國

プログラム終了記念撮影
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一
7月 1 4日（金）より、 琉球大学プランド商品「琉球

大学の泡盛」が琉球大学生協にて発売開始になり
ました。 「琉球大学の泡盛」は、 農学部 （外 山 博
英教授） によって 得 ら れた「R2 1 7酵母」 を用い
て、 （株） バイ オ ジ ェ ッ トと （株） 石川酒造場の
協力を受 け 、 伝統的な 甕 仕 込み により 醸 造 され
た、 琉球大学オ リ ジナル ブランドの泡盛です。

「琉球大学の泡盛」は500mlで 1 8 0 0 円 （税
別） の値段で、 琉球大学生協と （株） 石川酒造揚
にて販売しております。 従来の泡盛に比べ 果実様
や花様の複数の香気成分濃度が上昇し、 甘く □当
たりが柔 らかい、 普段泡盛を飲まれない方も飲み
やすい泡盛となっております。
また、 瓶の ラ ベ ル作成には
農学部の学生も関わってお
り、 「 芭蕉の葉」と 「 羽 ペ
ン」を イ メ ー ジした デ ザ イ
ンとなっております。 商 昂
をお見 か け の際は、 ぜ ひ ご
賞味くださいませ。

琉球大学生協での販売様子→ 一 �l .HUO円

8 月 8日 （火） 、 琉球大学医学部附属病院内おきな
わクリニカ ル ジミ ュ レ ー シ ョ ンセンタ ーにて県 内
高校在校生を対象としたイ ベント「20 1 7高校生医
療者体験」が開催されました。

医療者がト レ ー ニングで実際に使用 する シ ミ ュ
レ ー タを利用し体験することで、 医療に関する仕
事に関心を持ってもら う ことを 目 的に開催されて
おり、 こ れを機 に、 多くの高校生が医療を支える
人材に育っていく ことを期待して実施されたもの
です。 参加した高校生
たちは、 「診察体験」
「手術体験」「救急救
命体験」の 3つのプ ー

スを回って、 聴診器な
どの診察道具を使って
み たり 、 手 術 器 具を
触ったり、 心肺蘇生方
法を学んだりといった
様閃な体験を通じて医
療現場の空気を体感し
ていました。

□零璽’ 鵬•14:()0~17_:0C)... ．事t零.... ．．工Oク'，-9ル9三コン一9•ンセン•-
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7月 1 9日（水） 、 沖縄県立博物館・ 美術館にて市民
公開講座 『形成外科での「かたちの治療」』 が開
催されました。

形成外科は、 うまれつきの変形やケガ、 癌 切 除
などに伴 う 変形を治療する診療科です。 最近では
医療機 器の開発や再生医療の進歩にともない、 体
に負担をかけすに、 きれいに変形を治す冶療法も
発展しています。

琉球大学医学部附属

27年に形成外科が 開
病院においても、 平成 品笛濱品O)
設されており、 今回は 「 か た ち の 治 療 」

゜「かたちの異常」をお 9そk
『

；；；点磁ii笠翌・蕊笠笠:t:；::·.1ぷ：r．？．．．力、 9:

こす病気やケガ、 そし
てそれらの治療法につ
いての正しい知識を広
め、 票民の健康 • 生活
の質を高めることを目
標に、 本講座が開催さ
れ、 多くの参加者が訪
れました。

=gggi｛拷需 受講料無料
098-895-8019四9ヱ•99●9 定員100名（璽予的・先●●）"·-’’. -•ゥい日n“P三9ー•••••ヽ ＾＇‘9,"しU"“_9 199,_ ...........“9-•呵•4•ヽ ．．．．．

•9 •ー ・‘` ．．ヽ ・→置•贔•-· - - . .... .. . .......-虻A99`．．．．．．．.......．．．．賣●●●― ...,．こ●●.......
応●●切り 7月198(＊）
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一
8 月 9日 （水） 、 琉球大学医学部附属病院内おきな

わ ク リ ニカ ル シミ ュ レ ー ジ ョ ンセンタ ーにて、 県
内 小学生5 · 6年生を対象に、 「どきどきする」
「 うまれる」「食 べる」「いきをする」をテ ー マ
に身体について学ぶイ ベント「Kid's Sim 20 1 7」
が開催されました。 将来医療に関する仕事に興味
を持ってもら う こ
とを目的に開催さ
れたものです。

本 イ ベ ントで
は 医 療 者 が ト
レ ー ニ ングで 実
際 に 使 用 する シ
ミ ュ レ ー タ を 利
用 した 楽 しい体
験がで き 、 夏 休
み の自 由 研 究 の
材 料として 参 加
した 小 学生も多
く 見 ら れ 、 好 評
を博しましだ。 瓢
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琉球大学が、 長崎県対馬においてッ シ マ ヤ マ ネ
コ の生態調 査のために 設 置 した 自 動撮 影 装 置に
よって、 平成29年2月6日にカ ワ ウ ソの動画が撮影
されま した。 今回のカ ワ ウ ソの発見は日本におけ
る38年ぶりの生体確認です。

ニホンカ ワ ウ ソは明治までは全国に生息 してい
ま したが、 毛皮や薬種を 目 的と した狩猟に加え、
生息地の破壊によって、 79年高知県での目 撃を最
後に、 201 2年に 「絶滅」に指定されました。

今回 撮影された個体については、 種の同 定はで
きませんで したが、 個体の由来については 「対馬
に おいて細閃と生き残っていた」、 「韓国から泳
いで渡ってきた」 や 「人間活動によって海外から
移動してきだ」などの説があります。

8月 1 7日（木） 、 琉球大学が記者会見を行い、 それ
をうけて今後は、 環 境
省が7月からカ ワ ウ ソの
糞や巣を探す 痕 跡 調 盃
を始めています。

..... , ｀9 ... 2 •9 』

「国立大学法人琉球大学大学説明会 in 東京」が
8月25日（金） 、 東京工業大学キ ャンパス ・ イ ノ ベ ー

シ ョ ンセンタ ーで開 催され、 関 東 エリアの高校を
中心に約 1 30人の高校生と保護者が訪れました。
東京で説明会を行うのは今回が初めてで、 沖縄で
実施するオ ープンキ ャ ンパスに参加できない隈外
の高校からの要望等もあり実現させたものです。

本学の特色や入試情報についての概要説明や各学
部教授による研究 ・ 教育紹介に加え、 入学者選 抜
方法等の変更については、 沖縄と東京をス カ イ プ
で繋いだ質疑応答が行われました。

さらに個別相談プ ー ス （理学部、 医学部、 工学
部、 農学部） も設置 し、 入試制度や沖縄での生活
等に関する多くの質 問にも対応し、 参加 者からは

「参考になった」、 「沖縄に興味が持てた」と好
評でした。

口

琉球人学慨要の説明
会場の様子 1固別相談の様子 医学部の研究 ・

教育紹介の様子

課 題 解決型の新 しい ス タ イ ルを取り入れた 「 産
学連携サ ー ピ ス 経営人材育 成 事業 」 で開 講 した
「JTA X 琉球大学イ ンタ ー ンジ ッ プ特 別 コ ー ス 」
で、 観光産業科学部の学生5名 （二階堂美南 • 照屋華
楠 • 1中村渠裕斗 • 大演里穂 栴祐太朗）が機 内販売商品
「ち ゅらち ゅらピア ス 」 の商品開発とWeb制 作企画
を手掛けました。

本コ ー スでは 「宮古島ならではの商品を発掘 し、
若年層の閲覧数をあげる」 という課題を受け、 ダ ー

ゲ ッ トを県内外20~40代女性に絞り、 アンケ ー ト
を実施 しま した。

現地における機 内販売に適 した商昂の検分 ・ 選
定、 さらにJTA社員へのプレゼンを経て、 9 月 1 日
（金）より日本 ト ランス オ ー ジ ャ ン航空全路線の機
内、 及びJTAのWebサイ ト 内で2り月限定の販売、
公開となりま した。

琉球大学は、 理数・ 情報分野で高い意欲や突出 し
た能力を持つ小学5 · 6年生、 中学生を発掘、 育成
する科学技術振興機構主催のジュ ニアドクタ ー育成
塾に 「美ら海 ・ 美ら島の未来を担う科学者養成プロ
グラ ム」 （琉大ハ カ セ塾）を提案 し、 採 択されま し
た。 離島を含む県内90名の応募者から、 第一期生
44名を選抜 し、 8月26日（土）に開校式を、 9月2日
（土）に 「科学とは同か、 科学者とは同をするのか」
をテ ー マに第 1 回の講義を行いま した。 受講生はそ
れぞれの考えを発表 し、 同日開催の「沖縄科学技術
教育シンポ ジウ ム20 1 7」の研究発表を聴くなど し
て、 琉大ハカセ塾で学ぶことや、 研究することにつ
いて理解を深めました。 今後は、 理学部・ 教育学部
の教員を中心に、 フ ィ ボナ ッチ数列、 物質の成り立
ち、 地球環境の変化等について、 平 成30年2月ま
で月2回づつ講義を行う予定です。

開校式後の記念撮影 熱心に聞き入るジュニアドクターたち
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学生たちの支援や大学の活動のための

琉球大 学 基金
琉球大学では、 学生支援 ・ 教育研究活動を強化 し、 i世或社会 ・ 国際社会へ還元 して

い く 事を目的に 「琉球大学基金」を創設しま した。

本基金の趣旨にご賛同いただき、 格別のご支援を賜 り ますようお願い申 し上げます。

寄 附金 の 主 な使途

琉球大学基金 （一般基金）

0学生の課外活動及び就職等への支援 〇研究活動への支援
0社会 との連携事業への支援 0 国際交流事業への支援

第 1 6代学長 大城 肇

人材育成
-ーてニロー

修学支援基金 （特定基金）

0経済的 に修学が困難な学生への支援 ・ 給付型奨学金 s University 
of the 

Ryukyus, 

本学で は 、 経済的 に修学が困難な学生（家計 2 0 0 万円未満の学生） に対する
授業料免除な どの支援を行っ てお り ま すが、 十分 に は行き渡 っ て お り ません。

寄附支援の方法

〈オンライ ンからのご寄附〉
琉球大学基金Webサイ トから、 ク レジッ トカ ー ド決済がご利用いただけます。
また、 ク レジッ トカ ー ド決済による継続的なご寄附も承っ てお り ます。

〈口座振込によるご寄附〉

つ‘

し――

... 
名：
． ． 

． ．
． ご支援

口座振込をご希望の方は、 記入用紙等を送付 しますので、 琉球大学基金室ヘメ ールまたは電話にてご連絡 く ださい。

税制 上 の優遇措 置

個 人 か ら のご寄附は、 「寄附金控除」 の対象とな り 、 税制上の優遇措置 を 受 ける こ と がで き ま す。
なお、 修学支援基金へのご寄附 について は、 従来の 「所得控除」 に加えて 「税額控除」 も適用 に なれ ま す。
確定申告の際に、 ど ち ら か有利な方をご選択 い た だ けます。

法人か らのご寄附 につ き ま して は、 「全額損金算入」 が適用 になれます。

詳細は、 琉球大学基金webサイ トをご覧ください。
http ://www. kikin .u-ryukyu .ac.jp 

広報室長 編集後記
琉球大学では、 広報力の強化をめざし、 本年

4 月 よ り新たに学長の下に各学部等から選出さ
れた委員をメ ンバー とする 「広報戦略本部」 を
立ちあげま した。

このニュースレターも、 読者の方々 が琉大を
身近に感じていただけるよう に、 よ りホッ トな
内容とすべ く 、 同本部において全面的に構成を
見直 し、 さらに、 現在い く つかの新しい取組み
も進めており ます。 一例をあげますと、 大学の
ブラ ン ドカ強化を目指し、 本学のイメ ージを ビ
ジュアル的視点から表現する 「UI （ユニバーサ
ル ・ アイデンテイティ ） 開発プロジェク ト」 、

【お問 い合わせ先】 琉球大学基金室
〒 903-02 1 3
沖縄県中 頭郡西原 町字千原 1 番地

本学の研究成果の一例の紹介と して、 琉球列島
の生物多様性の研究を全国大学関係者に紹介し
た 「文科省エン トランス展示」 のほか、 大学概
要など既存の媒体の見直 しなどを行っ てお り ま
す。

琉球大学は他の有力大学のように、 潤沢な予
算やマンパワーがあるわけではあ り ませんが、
熱意とアイディ アで盛 り上げてい く べ く 、 今後
も鋭意努力 してまい り ます。

新しいコンセプ トのニュースレターのほか、
広報戦略本部及び広報室の活動についても、 忌
憚のないご意見をいただければ幸いです。 是
非、 琉球大学ファ ン と して、 今後とも本学への
ご支援についてよろ し く お願い します。

E-mai l : kikin@toJi m.u-ryukyu.acJp 
T E L : 098-895-90 1 3  
F A X : 098-895-801 3  
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